
令和元年台風第19号の概要

令和元年台風第19号による被災状況（那珂川水系那珂川）

2019年10月13日午前11時頃

8

←

那
珂
川

水戸北SIC

飯富町

飯富町

飯富町

上国井町

下国井町

田谷町

渡里町

岩根町

下国井町

水戸市

水戸市
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那珂川右岸20.0k



令和元年台風第19号の概要

令和元年台風第19号による被災状況（那珂川水系那珂川）

水戸北SIC

←那珂川

2019年10月13日午前11時頃

飯富町

渡里町
飯富町

水戸市
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令和元年台風第19号の概要

令和元年台風第19号による被災状況（那珂川水系那珂川）

←

那
珂
川

決壊箇所

決壊箇所

2019年10月13日午前11時頃

常陸大宮市

下伊勢畑

常陸大宮市

野口

金井
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那珂川左岸40.0k、右岸41.2k



決壊箇所の洪水後の堤防状況（那珂川右岸28.6ｋ）

令和元年台風第19号の概要

御
前
山
橋(

県)

御
前
山
ダ
ム(

農
水
省)

堤防決壊

茨城県 常陸大宮市 下伊勢畑 地先

那珂川 右岸 41.2k

被害延長 L=250m

堤防決壊

茨城県 常陸大宮市 野口 地先

那珂川 左岸 40.0k

被害延長 L=200m

堤防決壊

茨城県 那珂市 下江戸 地先

那珂川 右岸 28.6k

被害延長 L=250m

千
代
橋(

県)

那珂川⇒

11



決壊箇所の洪水後の堤防状況（那珂川左岸40.0k）

令和元年台風第19号の概要

御
前
山
橋(

県)

御
前
山
ダ
ム(

農
水
省)

堤防決壊

茨城県 常陸大宮市 下伊勢畑 地先

那珂川 右岸 41.2k

被害延長 L=250m

堤防決壊

茨城県 常陸大宮市 野口 地先

那珂川 左岸 40.0k

被害延長 L=200m

堤防決壊

茨城県 那珂市 下江戸 地先

那珂川 右岸 28.6k

被害延長 L=250m

千
代
橋(

県)

那珂川⇒
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決壊箇所の洪水後の堤防状況（那珂川右岸41.2k）

令和元年台風第19号の概要

那珂川

御
前
山
橋(

県)

御
前
山
ダ
ム(

農
水
省)

堤防決壊

茨城県 常陸大宮市 下伊勢畑 地先

那珂川 右岸 41.2k

被害延長 L=250m

堤防決壊

茨城県 常陸大宮市 野口 地先

那珂川 左岸 40.0k

被害延長 L=200m

堤防決壊

茨城県 那珂市 下江戸 地先

那珂川 右岸 28.6k

被害延長 L=250m

千
代
橋(

県)

那珂川⇒
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決壊箇所の洪水後の堤防状況(那珂川水系藤井川左岸 水戸市藤井町(茨城県管理区間))

令和元年台風第19号の概要

藤井川

藤井川

藤井川

【県管理】堤防決壊

茨城県 水戸市 成沢町地先

藤井川 左岸

【県管理】堤防決壊

茨城県 水戸市 藤井町 地先

藤井川 左岸

那珂川⇒

14

藤井川⇒



決壊箇所の洪水後の堤防状況(那珂川水系藤井川左岸 水戸市成沢町(茨城県管理区間)) 

令和元年台風第19号の概要

藤井川

藤井川

【県管理】堤防決壊

茨城県 水戸市 成沢町地先

藤井川 左岸

【県管理】堤防決壊

茨城県 水戸市 藤井町 地先

藤井川 左岸

那珂川⇒
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藤井川⇒



決壊箇所の洪水後の堤防状況(那珂川水系荒川左右岸 那須烏山市小倉(栃木県管理区間))

令和元年台風第19号の概要

荒川荒川

16

【県管理】堤防決壊

栃木県 那須烏山市 藤田 地先

荒川 左岸

荒川⇒

【県管理】堤防決壊

栃木県 那須烏山市 藤田 地先

荒川 左岸

【県管理】堤防決壊

栃木県 那須烏山市 小倉 地先

荒川 左右岸

荒川



決壊箇所の洪水後の堤防状況(那珂川水系荒川左岸 那須烏山市藤田(栃木県管理区間))

令和元年台風第19号の概要

荒川

荒川

17

荒川

荒川
【県管理】堤防決壊

栃木県 那須烏山市 藤田 地先

荒川 左岸

荒川⇒

【県管理】堤防決壊

栃木県 那須烏山市 藤田 地先

荒川 左岸

【県管理】堤防決壊

栃木県 那須烏山市 小倉 地先

荒川 左右岸



決壊箇所の洪水後の堤防状況(那珂川水系荒川左岸 那須烏山市藤田(栃木県管理区間)) 

令和元年台風第19号の概要

荒川荒川

18

【県管理】堤防決壊

栃木県 那須烏山市 藤田 地先

荒川 左岸

荒川⇒

【県管理】堤防決壊

栃木県 那須烏山市 藤田 地先

荒川 左岸

【県管理】堤防決壊

栃木県 那須烏山市 小倉 地先

荒川 左右岸
荒川



決壊箇所の洪水後の堤防状況(那珂川水系蛇尾川左岸 大田原市北大和久(栃木県管理区間)) 

令和元年台風第19号の概要

蛇尾川

蛇尾川
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蛇尾川

【県管理】堤防決壊

栃木県 大田原市 滝岡 地先

百村川 右岸

【県管理】堤防決壊

栃木県 大田原市 北大和久 地先

蛇尾川 左岸



決壊箇所の洪水後の堤防状況(那珂川水系百村川右岸 大田原市滝岡(栃木県管理区間))

令和元年台風第19号の概要

百村川

20

百村川

決壊箇所

【県管理】堤防決壊

栃木県 大田原市 滝岡 地先

百村川 右岸

【県管理】堤防決壊

栃木県 大田原市 北大和久 地先

蛇尾川 左岸



表１ 各自治体の避難状況

※出典

R1.11.13久慈川・那珂川流域における減災対策

協議会資料及び各自治体聞き取りにより作成

那珂川流域住民の避難状況

令和元年台風第19号の概要

市町村名 最大開設避難所数

(箇所)

最大避難者数

(人)

水戸市 ７１ ２，５２５

ひたちなか市 ２２ ５８２

常陸大宮市 １９ １，３７８

那珂市 ５ ３４７

茨城町 ７ ２０２

大洗町 １ ６４

城里町 ６ ５９４

■茨城県
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表１ 各自治体の避難状況

※出典

R1.11.13久慈川・那珂川流域における減災対策

協議会資料及び各自治体聞き取りにより作成

那珂川流域住民の避難状況

令和元年台風第19号の概要

市町村名 最大開設避難所数

(箇所)

最大避難者数

(人)

大田原市 ６ ２４６

那須烏山市 １５ ３４８

茂木町 ６ １５７

市貝町 ４ ７３

那珂川町 ４ ２６１

■栃木県
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那珂川緊急治水対策プロジェクト

【中間とりまとめ（案）】

②ー１多重防御治水の推進

23



 土地利用・住まい方の工夫

・浸水が想定される区域の土地利用

制限
（災害危険区域の設定等）

・家屋移転、住宅の嵩上げ
（土地利用一体型水防災事業、防災集団移転促

進事業等）

・高台整備

＜令和元年台風第19号の課題＞

＜今後の方向性＞

→ これまでの治水対策を加速化すると同時に、地域及び各関係機関等が連携して遊水機

能の確保・向上や浸水が見込まれる区域における土地利用・住まい方の組み合わせな

ども考慮し、多重防御治水により浸水被害の軽減対策を検討し推進を図る。

＜主な取組メニュー＞

 河道の流下能力の向上

・河道内の土砂掘削、樹木

伐採による水位低減

・堤防整備（掘削土を活用）

 遊水機能の確保・向上

・地形や現状の土地利用等を考慮

した遊水地・霞堤の整備
※遊水地については、外水（国管理河

川・県管理河川など）、内水の両方に

対応する遊水地（(仮称)ハイブリット型

遊水地）を検討

・現存する霞堤の保全・有効活用

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合があります。

 那珂川では、整備計画目標洪水の流量を上回る洪水が発生し、堤防からの越水が複数発

生し決壊に至るなど、現状の治水施設の能力を超えるような事象が発生

 これまで河道内の対策として洪水をあふれさせない治水対策を進めてきたが、浸水被害

の軽減を図るためには、これまでの対策に加え河道以外での対策も必要

②多重防御治水の推進

②ー１多重防御治水の推進

24



河道の流下能力の向上

堤防整備

取組内容

○河道の流下能力の向上として、河道内の土砂掘削、樹木伐採により水位低減を図るとともに掘削土を活

用して堤防整備を進める必要があります。

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。

樹木伐採河道内の土砂掘削

堤防整備事例樹木伐採事例河道内の土砂掘削事例

②ー１多重防御治水の推進

before

after

25



遊水機能の確保・向上

遊水地

○遊水機能の確保・向上の取組として、地形や現状の土地利用等を考慮した遊水地・霞堤の整

備を進める必要があります。

また、現存する霞堤を保全し有効活用します。

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。

無堤部

無堤部

大谷川
小貝川

越流堤

囲繞堤

周囲堤
西石田排水機場

川神馬排水機場

初期湛水池

田谷川水路

田谷川水門

（平成28年撮影）

②ー１多重防御治水の推進

取組内容

26

■母子島遊水地 整備状況

■昭和61年出水状況

霞堤

平成10年9月氾濫区域

平成11年7月氾濫区域

霞堤

久慈川水系里川【茨城県】▲霞堤整備事例



土地利用・住まい方の工夫

○土地利用・住まい方の工夫に関する取組として、浸水が想定される区域の土地利用を制限す

る必要があります。

※ 具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。
那珂川流域における氾濫原のあり方(案)

②ー１多重防御治水の推進

１河道の流下能力の向上

建築基準法第39条

１ 地方公共団体は、条例で、津波、

高潮、出水等による危険の著しい区

域を災害危険区域として指定するこ
とができる。

２ 災害危険区域内における住居の

用に供する建築物の建築の禁止そ

の他建築物の建築に関する制限で

災害防止上必要なものは、前項の
条例で定める。

２遊水機能の確保・向上 ３土地利用・住まい方の工夫

※１ 【災害危険区域】

取組内容

27

国土交通省HP「令和2年度都市局関係予算概算要求概要」より

※イメージ図
※１



土地利用・住まい方の工夫

○土地利用・住まい方の工夫に関する取組として、家屋移転や住宅の嵩上げ、高台の整備等を

進める必要があります。

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。

②ー１多重防御治水の推進

輪中堤※の整備・宅地嵩上げ

宅地嵩上げ前

宅地嵩上げ後

宅地嵩上げ

久慈川水系山田川【茨城県常陸太田市】

取組内容

28

輪中堤

宅地嵩上げ

災害危険区域

←山田川

微高地・高台

非住家

※輪中堤

ある特定の区域を洪水の氾濫から守るために、その周囲を囲むようにつくられた堤防

高台整備

高台整備

集団移転

河川沿川に点在する

小集落等

※イメージ図



那珂川緊急治水対策プロジェクト

【中間とりまとめ（案）】

②ー２減災に向けた更なる取組の推進

29



②－２減災に向けた更なる取組の推進

〈令和元年台風第19号の課題〉

〈主な取組メニュー〉

 同時多発的な被害発生により、情報が膨大となり、状況把握・情報伝達・避難行動

が円滑に進まない。

②ー２減災に向けた更なる取組の推進

30

<今後の方向性>

・関係機関等が連携し、円滑な水防・避難行動のための体制等の充実化を図る。

重要度に応じた情報の伝達方法の選択及び防災情報の共有化のための取組

・氾濫を監視する機器の開発・整備

・危機管理型水位計、簡易型河川監視カメラの設置

関係機関が連携した水害に対する事前準備のための取組

・タイムラインの改善

・講習会等によるマイ・タイムライン普及促進

・要配慮者利用施設の避難確保計画作成講習会と訓練実施

・緊急排水作業の準備計画策定と訓練実施



②-２減災に向けた更なる取組の推進

防災情報の共有化のための取組（氾濫を監視する機器の開発・整備）

○防災情報の共有化のための取組として、氾濫を監視する機器の開発・整備を進めていく

必要があります。

取組内容

越水や堤防決壊等による氾濫発生を迅速に把握するため、氾濫を監視する機器類の開発を進めます。

31

堤防

河道

センサーが越水を

検知して情報送信

センサーが決壊を検知して情報送信

河道

堤防

●ネットワーク経由でサーバへ

決壊・越水箇所の検知情報を集約

●本局・事務所では、決壊・越水箇所の

確認がリアルタイムで可能

●堤防へ高密度に設置したセンサーが、越水や決壊箇所を検知し、

情報を送信

決壊

越水

イメージ

イメージ

越水

決壊

センサー

センサー

センサー

センサー

センサー

センサー

センサー

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。



防災情報の共有化のための取組（危機管理型水位計、簡易型河川監視カメラの設置）

②ー２減災に向けた更なる取組の推進

○防災情報の共有化のための取組として、危機管理型水位計、簡易型河川監視カメラの設置

（増設）を進めていく必要があります。

【那珂川下流部】

取組内容

32

簡易型河川監視カメラ危機管理型水位計

「危機管理型水位計」を増設し、国土交通省ＨＰ

『川の水位情報』に河川水位データを表示するとと

もに、自治体担当者用アドレスを共有することで、
災害時における障害対応の強化を図ります。

危機管理型⽔位計位置図 危機管理型⽔位計表⽰システム

「簡易型河川監視カメラ」を主に危険箇所に設置

し、より身近な画像情報の提供で住民に切迫感を
伝えます。

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。

カメラによる水位標の監視



事前準備のための取組（タイムラインの改善）

②ー２減災に向けた更なる取組の推進

○事前準備のための取組として、タイムラインの改善やタイムラインを活用した水害対応

訓練を進めていく必要があります。

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。33

• 台風１９号出水でのタイムライン活用状況の確認を実施し、得られた課題等によるタイムラインの

改善を行います。

• 改善されたタイムラインに基づき、関係機関で連携した水害対応訓練を行い、訓練での課題をもとに

タイムラインの更なる改善を行います。

取組内容

洪水時避難訓練の取組タイムライン



事前準備のための取組（講習会等によるマイ・タイムライン普及促進）

②ー２減災に向けた更なる取組の推進

○事前準備のための取組として、講習会等によりマイ・タイムラインの普及促進を進めていく

必要があります。

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。

• 平成30年度に「マイ・タイムライン」作成教材を作成し、市町村等に周知しました。

• 引き続き、出前講座などにより、「マイ・タイムライン」を作成する自治会や小学校、団体の支援を実施
していきます。

マイ・タイムライン広報チラシの作成

浸水想定区域に関する説明会マイ・タイムライン作成の取組

取組内容

34



②ー２減災に向けた更なる取組の推進

事前準備のための取組（要配慮者利用施設の避難確保計画作成講習会と訓練実施）

○事前準備のための取組として、要配慮者利用施設の避難確保計画を作成・支援するための

講習会や作成した計画に基づく避難訓練の実施を進めていく必要があります。

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。

■常陸太田市の事例

• 令和元年11月19日（火）に要配慮者施設の管理者を対象として避難

確保計画作成講習を開催し、常陸河川国道事務所は、水戸地方気象

台とともに説明（座学）、ワークによる実践形式を支援しました。

• 老人介護施設や学校など対象施設約86施設中43の施設の管理者が参

加しました。

• 参加者からは、「台風19号で避難計画の必要性をあらためて感じた。

これまでは施設の上の階への避難を想定していたが、指定避難場所

に利用者を誘導する方法を考えたい」との感想がありました。

避難確保計画作成講習会の様子
(令和元年11月19日 常陸太田市)

■ 「今後の要配慮者利用施設の避難確保計画作成講習会」支援予定

• 那須烏山市、茂木町合同開催(令和2年1月22日)

• ひたちなか市、大洗町、東海村合同開催(令和2年1月31日)

• 常陸太田市、那珂市、城里町合同開催(令和2年2月4日）

• 常陸太田市で避難確保計画を作成した代表施設で訓練を実施(令和2

年2月12日）

取組内容

35



事前準備のための取組（緊急排水作業の準備計画策定と訓練実施）

②ー２減災に向けた更なる取組の推進

○事前準備のための取組として、緊急排水作業の準備計画策定と排水訓練を進めていく必要が

あります。

取組内容

36 ※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。

水害時における速やかな排水作業を実施するため、あらかじめ排水作業準備計画を策定するとともに、
堤防決壊時緊急対策シミュレーションによる机上訓練及び排水訓練を実施します。

排水作業準備計画書は以下の手順で策定していきます。

排⽔ポンプ⾞運⽤検討 排⽔作業準備計画書作成

堤防決壊時緊急対策

シミュレーション

(応急復旧・排⽔計画)の実施

排⽔作業準備計画書⾒直し

堤防決壊時緊急対策シミュレーションの様子 排水ポンプ車等機器操作訓練の様子

排⽔訓練


